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広報きたかた　2025. ４ 〇2☎広報に記載の市内電話番号 ☎「「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」」と「「高郷町」」との通話には
市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

暮らしに身近な「一般会計」の　　予算は266 億 2,700 万円
　　  市民一人当たり64 万 2,466 円が使われます　　（令和７年２月１日現在の現住人口４万 1,445 人で算出） 令和７年度

予算

特別会計予算

歳  入

一般会計
　令和７年度予算は、市総合計画

「きたかた活力推進プラン」で掲げ
た市の将来の都市像の実現に向け
て各施策に係る所要額を計上する
とともに、安定的かつ持続可能な
財政運営に向けてさらなる歳入確
保と歳出削減を念頭に予算編成を
行いました。一般会計予算の総額
は、266 億 2,700 万円で、令和６年
度当初予算と比較して 8,100 万円
の増となりました。

令和７年度予算　～「力強い産業　人が輝く　活力満ちる安心・快適なまち」の実現に向けて～

区　分 予算額
国民健康保険事業特
別会計 48 億 2,413 万円

後期高齢者医療事業
特別会計 6 億 6,361 万円

介護保険事業特別会計 56 億 6,410 万円

公有林整備事業特別
会計 1,182 万円

工業団地造成事業特
別会計 1 億 5,134 万円

都市計画事業塩川駅
西土地区画整理事業
特別会計

4 千円

駒形財産区特別会計 1,309 万円

一ノ木財産区特別会計 3,524 万円

早稲谷財産区特別会計 1,597 万円

　
市
民
税
は
、景
気
は
全
体
的
に
足
踏
み

が
残
る
も
の
の
緩
や
か
に
回
復
し
て
お

り
、給
与
所
得
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ
る

状
況
を
鑑
み
、個
人
市
民
税
は
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、法
人
市
民
税
は
、事
業

所
数
の
減
の
影
響
な
ど
か
ら
減
収
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。固
定
資
産
税
は
、土
地
に
つ

い
て
不
動
産
鑑
定
評
価
に
よ
る
時
点
修
正

に
基
づ
く
地
価
の
下
落
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、家
屋
に
つ
い
て
は
、家
屋
の
㎡
当
た

り
の
価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら

増
収
を
見
込
ん
で
お
り
、市
税
全
体
で
は

増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
各
交
付
金
は
、地
方
消
費
税
交
付
金
お

よ
び
環
境
性
能
割
交
付
金
に
つ
い
て
交
付

実
績
お
よ
び
国
、県
の
交
付
見
込
を
勘
案

し
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
、交
付
金
全
体

で
も
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、普
通
交
付
税
に
つ
い

て
、令
和
６
年
度
算
定
結
果
な
ど
を
基
に

し
た
基
準
財
政
収
入
額
、基
準
財
政
需
要

額
の
見
込
み
と
交
付
実
績
を
勘
案
し
増
額

を
見
込
ん
で
お
り
、特
別
交
付
税
に
つ
い

て
も
、各
種
特
殊
需
要
に
よ
り
算
定
す
る

と
と
も
に
近
年
の
交
付
実
績
の
推
移
を
勘

案
し
増
額
を
見
込
み
、地
方
交
付
税
全
体

で
も
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、都
市
構
造
再
編
集
中

支
援
事
業
補
助
金
や
児
童
手
当
負
担
金
、

施
設
型
給
付
費
負
担
金
の
増
額
な
ど
に
よ

り
、全
体
で
も
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、農
林
業
施
設
に
係
る
災

害
復
旧
事
業
費
補
助
金
や
園
芸
生
産
拠
点

育
成
支
援
事
業
補
助
金
の
減
額
な
ど
に
よ

り
、全
体
で
も
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
市
債
は
、都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に

か
か
る
街
路
債
や
消
防
施
設
整
備
事
業
に

か
か
る
消
防
債
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、全

体
で
も
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」、「
だ
れ
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」、「
交
流
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、各
施
策
に
か

か
る
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
必
要
性
、緊
急
性
、優
先
度

を
再
点
検
す
る
と
と
も
に
、限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、事
業

の
重
点
化
・
選
別
化
を
念
頭
に
予
算
の
計

上
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
総
合
計
画
で
掲
げ
た
市
の
将
来
の
都

市
像
の
実
現
に
向
け
て
、義
務
的
経
費
、経

常
的
経
費
に
加
え
、市
総
合
計
画
に
基
づ

き
重
点
的
に
実
施
す
る
「
わ
く
わ
く
喜
多

方
推
進
事
業
」、地
方
創
生
に
向
け
て
策
定

し
た
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業

を
実
施
す
る
「
総
合
戦
略
事
業
」、地
域
の

発
展
に
向
け
た
事
業
を
実
施
す
る
「
地
域

発
展
推
進
事
業
」
に
か
か
る
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金

を
計
上
し
、収
支
の
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

　
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、旧
甲
斐
家
蔵

住
宅
整
備
事
業
、豊
川
・
慶
徳
線
道
路
整

備
事
業
、橋
梁
長
寿
命
化
整
備
事
業
、都
市

再
生
整
備
計
画
事
業（
塩
川
駅
周
辺
地
区
）

な
ど
、所
要
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

向
け
た
財
政
構
造
の
構
築
を
図
る
観
点
か

ら
、「
喜
多
方
市
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、歳
入
確
保

と
歳
出
削
減
を
図
り
、予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

問
財
政
課  

財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

歳
入
の
概
要

歳
出
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点

自主財源
（28.2%）

依存財源
（71.8%）

市債
16億8,760万円
（6.4%） 使用料及び手数料

2億3,621万円
（0.9%）

財産収入など
3億761万円
（1.1%）

繰入金
8億4,365万円
（3.2%）
繰越金
3億円
（1.1%）

諸収入
7億675万円
（2.7%）

地方交付税
103億3,780万円
（38.8%）

国庫支出金
33億3,870万円
（12.5%）

地方譲与税など
16億7,986万円
（6.3%）

県支出金
20億6,773万円
（7.8%）

予備費
1億円
（0.3%）

公債費
24億6,923万円
（9.3%）

災害復旧費
2,002万円
（0.1%）

教育費
28億942万円
（10.6%）

消防費
11億2,042万円
（4.2%）

商工費
9億4,210万円
（3.5%）

農林水産業費
13億3,826万円
（5.0%）

労働費
1,869万円
（0.1%）

衛生費
29億5,690万円
（11.1%）

議会費
2億4,242万円
（0.9%）

総務費
34億3,282万円
（12.9%）

民生費
78億239万円
（29.3%）土木費

33億7,433万円
（12.7%）

市税
50億3,073万円
（18.9%）

分担金及び負担金
9,036万円
（0.3%）
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暮らしに身近な「一般会計」の　　予算は266 億 2,700 万円
　　  市民一人当たり64 万 2,466 円が使われます　　（令和７年２月１日現在の現住人口４万 1,445 人で算出）

●収益的収支（水道水をお届けするための収入・支出） （単位：万円）

●収益的収支（汚水を処理するための収入・支出） （単位：万円）

●資本的収支（下水道の施設を整備するための収入・支出）（単位：万円）

●資本的収支（水道施設を建設するための収入・支出） （単位：万円）

※ 財源不足額 7 億 994 万円は、当年度分消費税および地方消
費税資本的収支調整額などで補てんします。

●業務の予定量
   ・給水件数 17,520 件
   ・年間総配水量 5,488,500 ㎥
   ・１日平均配水量 15,037 ㎥

《収入》

《収入》

《収入》

《収入》

《支出》

《支出》

《支出》

《支出》

歳  出
水道事業

下水道事業

令和７年度予算　～「力強い産業　人が輝く　活力満ちる安心・快適なまち」の実現に向けて～

　
市
民
税
は
、景
気
は
全
体
的
に
足
踏
み

が
残
る
も
の
の
緩
や
か
に
回
復
し
て
お

り
、給
与
所
得
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ
る

状
況
を
鑑
み
、個
人
市
民
税
は
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、法
人
市
民
税
は
、事
業

所
数
の
減
の
影
響
な
ど
か
ら
減
収
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。固
定
資
産
税
は
、土
地
に
つ

い
て
不
動
産
鑑
定
評
価
に
よ
る
時
点
修
正

に
基
づ
く
地
価
の
下
落
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、家
屋
に
つ
い
て
は
、家
屋
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の
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収
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。
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税
交
付
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付
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付
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績
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付
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ん
で
お
り
、交
付
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全
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で
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増
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な
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。
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付
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交
付
税
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て
、令
和
６
年
度
算
定
結
果
な
ど
を
基
に

し
た
基
準
財
政
収
入
額
、基
準
財
政
需
要

額
の
見
込
み
と
交
付
実
績
を
勘
案
し
増
額

を
見
込
ん
で
お
り
、特
別
交
付
税
に
つ
い

て
も
、各
種
特
殊
需
要
に
よ
り
算
定
す
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と
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近
年
の
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績
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勘

案
し
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付
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も
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な
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。

　
国
庫
支
出
金
は
、都
市
構
造
再
編
集
中

支
援
事
業
補
助
金
や
児
童
手
当
負
担
金
、

施
設
型
給
付
費
負
担
金
の
増
額
な
ど
に
よ

り
、全
体
で
も
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、農
林
業
施
設
に
係
る
災

害
復
旧
事
業
費
補
助
金
や
園
芸
生
産
拠
点

育
成
支
援
事
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。
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消
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の
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額
な
ど
に
よ
り
、全

体
で
も
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」、「
だ
れ
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」、「
交
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と
連
携
に
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ま
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く
り
」

の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、各
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策
に
か

か
る
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
必
要
性
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性
、優
先
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を
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点
検
す
る
と
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も
に
、限
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た
財
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を
有
効
に
活
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す
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点
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ら
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の
重
点
化
・
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別
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を
念
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に
予
算
の
計
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を
行
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ま
し
た
。
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総
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で
掲
げ
た
市
の
将
来
の
都
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像
の
実
現
に
向
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て
、義
務
的
経
費
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常
的
経
費
に
加
え
、市
総
合
計
画
に
基
づ

き
重
点
的
に
実
施
す
る
「
わ
く
わ
く
喜
多

方
推
進
事
業
」、地
方
創
生
に
向
け
て
策
定

し
た
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業

を
実
施
す
る
「
総
合
戦
略
事
業
」、地
域
の

発
展
に
向
け
た
事
業
を
実
施
す
る
「
地
域

発
展
推
進
事
業
」
に
か
か
る
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金

を
計
上
し
、収
支
の
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

　
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、旧
甲
斐
家
蔵

住
宅
整
備
事
業
、豊
川
・
慶
徳
線
道
路
整

備
事
業
、橋
梁
長
寿
命
化
整
備
事
業
、都
市

再
生
整
備
計
画
事
業（
塩
川
駅
周
辺
地
区
）

な
ど
、所
要
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

向
け
た
財
政
構
造
の
構
築
を
図
る
観
点
か

ら
、「
喜
多
方
市
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、歳
入
確
保

と
歳
出
削
減
を
図
り
、予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

問
財
政
課  

財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

歳
入
の
概
要

歳
出
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点

区　分 予算額
営 業 収 益 11 億 8,078
営 業 外 収 益 2 億 377
特 別 利 益 1

計 13 億 8,456

区　分 予算額
営 業 収 益 3 億 1,915
営 業 外 収 益 8 億 6,759
特 別 利 益 0

計 11 億 8,674

区　分 予算額
出 資 金 2,950
補 助 金 2,805
負 担 金 4,639
繰 入 金 24

計 1 億 418

区　分 予算額
企 業 債 4 億 7,260
出 資 金 7,501
補 助 金 1 億 8,732
負 担 金
及 び 分 担 金 1,433

計 7 億 4,926

区　分 予算額
営 業 費 用 11 億 6,251
営 業 外 費 用 2,726
特 別 損 失 110
予 備 費 100

計 11 億 9,187

区　分 予算額
営 業 費 用 10 億 6,229
営 業 外 費 用 8,823
特 別 損 失 49
予 備 費 10

計 11 億 5,111

区　分 予算額
建 設 改 良 費 6 億 4,323
固定資産購入費 713
企業債償還金 1 億 6,076
予 備 費 300

計 8 億 1,412

区　分 予算額
建 設 改 良 費 5 億 784
企業債償還金 5 億 7,606
予 備 費 10

計 10 億 8,400

※ 財源不足額３億 3,474 万円は、当年度分消費税および地方
消費税資本的収支調整額などで補てんします。

●業務の予定量
   ・接続件数 7,050 件
   ・年間総処理水量 1,675,788 ㎥
   ・１日平均処理水量 4,591 ㎥

自主財源
（28.2%）

依存財源
（71.8%）

市債
16億8,760万円
（6.4%） 使用料及び手数料

2億3,621万円
（0.9%）

財産収入など
3億761万円
（1.1%）

繰入金
8億4,365万円
（3.2%）
繰越金
3億円
（1.1%）

諸収入
7億675万円
（2.7%）

地方交付税
103億3,780万円
（38.8%）

国庫支出金
33億3,870万円
（12.5%）

地方譲与税など
16億7,986万円
（6.3%）

県支出金
20億6,773万円
（7.8%）

予備費
1億円
（0.3%）

公債費
24億6,923万円
（9.3%）

災害復旧費
2,002万円
（0.1%）

教育費
28億942万円
（10.6%）

消防費
11億2,042万円
（4.2%）

商工費
9億4,210万円
（3.5%）

農林水産業費
13億3,826万円
（5.0%）

労働費
1,869万円
（0.1%）

衛生費
29億5,690万円
（11.1%）

議会費
2億4,242万円
（0.9%）

総務費
34億3,282万円
（12.9%）

民生費
78億239万円
（29.3%）土木費

33億7,433万円
（12.7%）

市税
50億3,073万円
（18.9%）

分担金及び負担金
9,036万円
（0.3%）



広報きたかた　2025. ４　⑤
☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

令和７年度から
新たに行う事業

市総合戦略に基づき
実施する事業

わくわく喜多方推進事業として
重点的に実施する事業

新

新

新

新

令和７年度　主な事業と予算

▲ そば打ち体験

▲ 塩川鳥モツ「100年フード」
認定の表敬訪問　　　　 

▲ めごぷらざジャンプ
ロープ体験　　　

▲ 老朽化している空き家

▲ 松が丘町民まつり

▲「蔵の湯」の　　　　　　
　木質バイオマスボイラー

▲ 小学校給食の様子

▲ 小田付伝統的建造物群保存地区

わくわくわくわく

新

新

新

ふくしまデスティネーションキャンペーン推進事業 558 万円

旧甲斐家蔵住宅整備事業 9,509 万円

100 年フード・食文化ミュージアムＰＲ事業 33 万円

そばの郷喜多方振興事業 76 万円

事業承継支援事業 80 万円

新規就農者経営確立支援事業 253 万円

園芸産地競争力強化事業 2,491 万円

地域学校協働推進事業 2,110 万円

小中学校キャリア教育推進事業（起業家体験事業） 88 万円

からだが喜ぶ健康給食推進事業 815 万円

学校給食費公会計事業（給食費負担軽減事業含む） ２億 7,298 万円

小中学校施設長寿命化事業 1,573 万円

小中学校適正規模適正配置事業 544 万円
　子どもたちにとって、より望ましい学習環境を整えるため、喜多方市立小中学校適正規
模適正配置第１次実施計画に基づき事業に取り組みます。

　教育施設としての機能を維持し望ましい教育環境を整備するため、学校施設の長寿命化
にかかる基本的方針を定め、長寿命化計画を策定します。

　地域の方々や団体・機関などの幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもたちの
学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指します。

重要伝統的建造物群保存地区保存推進事業 6,120 万円
　重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けた小田付地区の保存活用のため、建造物修理な
どの経費を一部補助するとともに、防災機能の向上を図るため、防災施設の整備を行います。

　学校給食基本方針に基づく特色ある給食の全市展開を図るため、地産地消の推進や厳選
した調味料の使用など魅力を高めた給食を提供します。

　児童生徒の起業家精神の醸成を図るため、市の特産品を使った弁当や加工品を児童生徒
自らが企画・販売します。

　教職員の負担軽減や保護者の利便性を図るため、小・中学校学校給食費の業務を市が一元管理し、給
食費の徴収や食材費の支払いなどを行います。給食費負担軽減事業についても公会計の中で行います。

　旧甲斐家蔵住宅の持つ文化財としての価値を損なわずに、観光・情報発信の拠点として活
用を図るため、ガバメントクラウドファンディングなどを活用しながら保存修理を行います。

　「ふくしまデスティネーションキャンペーン」を契機として、観光コンテンツを効果的に発信
し観光誘客を加速させるため、ふくしまＤＣ喜多方推進委員会が取り組む事業を支援します。

　文化庁「100 年フード」に認定された喜多方ラーメン、山都そば、塩川鳥モツと、「食文化ミュージ
アム」に認定された『飯豊とそばの里センター』の認知度向上を図るため、ＰＲ素材を作成します。

　本市産そばのブランド力および認知度の向上とそば文化の継承を図るため、パンフレッ
トを活用した効果的な情報発信や市民を対象としたそば打ち体験講習会を行います。

　市内の経営資源の維持を図りつつ次世代へ引継ぐため、事業承継に係るマッチング事業を行
います。

　青年層の新規就農と就農後の定着を図るため、国の支援策の対象とならない 50 歳未満の認定新
規規就農者（農家後継者）を含め、就農準備段階から経営開始直後の不安定な時期を支援します。

　農業者の所得向上と競争力のある園芸産地の形成を図るため、本市の振興作物に位置付けられた
アスパラガスやキュウリ、トマト、ミニトマトなどの園芸作物の生産拡大と施設化を支援します。

豊川・慶徳線道路整備事業 １億 3,600 万円

空き家対策事業（略式代執行費用等） 400 万円

市有地（子育て世帯向け住宅用地）売却準備事業 59 万円

結婚新生活支援事業 605 万円

屋内子ども遊び場「めごぷらざ」運営事業 4,148 万円

妊婦等包括相談支援事業 307 万円

妊婦のための支援給付交付金 2,100 万円

　地域住民の安心安全な住生活環境を確保するため、相続人が不存在で管理する者がおらず老朽化が著
しく倒壊の恐れのある空き家について、略式代執行による除却や相続財産清算人制度の活用を行います。

　地域間の交通機能の向上と交通ネットワークの充実を図るため、外環状道路に位置付け
られている市道豊川・慶徳線の整備を進めます。

　移住や定住の促進などを図るため、子育て世帯向けに市有地の売却へ向けた準備を行い
ます。

　結婚に伴う新生活を経済的に支援するため、新婚世帯に住宅取得や賃借、引越費用の補助を行います。
また、若者の結婚の希望を叶えるため、県のマッチングシステム「はぴ福なび」の登録助成を行います。

　子どもたちの運動を通した健全な発育と親子の交流を深めることなどを目的に、めごぷらざ
において年間を通した魅力あるイベントの開催や安全・安心で快適な利用環境を提供します。

　妊娠時から妊産婦などに寄り添い、出産・育児などの見通しを立てるため、面談や継続
的な情報発信等を行うとともに、必要な支援につなぐ伴走型相談支援の推進を図ります。

　妊婦などの身体的、精神的ケアおよび経済的支援を図るため、児童福祉法の妊婦包括相談支援事
業などの支援を効果的に組み合わせ、子ども・子育て支援法の妊婦のための支援給付を実施します。

大綱1大綱1 地域の特性を生かした力強い産業づくり

わくわくわくわく 戦 略戦 略

わくわくわくわく

戦 略戦 略

大綱2大綱2 地域を支え未来を拓く人づくり

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく

新

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

大綱3大綱3 安全・安心、思いやりのある、人にやさしいまち・くらしづくり

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

大綱4大綱4 自然との共生と元気なふるさとづくり

エネルギーの地産地消、自立分散型エネルギーシステム推進事業 250 万円

カーボンニュートラル実現重点対策加速化事業補助金 1 億 321 万円

廃棄公文書等溶解処理再資源化事業 19 万円

移住・定住促進事業 1,724 万円

協働のまちづくり推進事業 1,129 万円

　カーボンニュートラル実現と本市から流出するエネルギー関連経費を軽減させるため、エネ
ルギーの地産地消と災害に強いまちづくりに資するエネルギーシステムの構築を推進します。

喜多方地方定住自立圏プロモーション事業 300 万円
　圏域を構成する北塩原村および西会津町と連携し、人口減少を抑制させ交流人口を増やし、生
活機能の維持・確保を図るため、移住環境、観光・物産、ふるさと納税などの魅力を発信します。

　二酸化炭素排出量の削減目標達成に向けた取組みを加速させるため、屋根置きなど自家
消費型の太陽光発電設備の導入などを実施する市民、事業者に補助金を交付します。

　高度なセキュリティを確保し、焼却ごみの減量化・再資源化を図るため、本庁舎から排
出される廃棄公文書等について溶解処理を行います。

　移住・定住を促進するため、移住希望者に向けた情報発信、本市での暮らしを体験でき
る支援および移住者の住宅取得負担軽減のための補助などを行います。

　協働によるまちづくりを推進するため、行政区などが自主的、主体的に企画、実施する公
益性のあるまちづくり事業を支援します。

その他
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新

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく新

新

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

新

新 戦 略戦 略



広報きたかた　2025. ４　⑤
☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

令和７年度から
新たに行う事業

市総合戦略に基づき
実施する事業

わくわく喜多方推進事業として
重点的に実施する事業

新

新

新

新

令和７年度　主な事業と予算

▲ そば打ち体験

▲ 塩川鳥モツ「100年フード」
認定の表敬訪問　　　　 

▲ めごぷらざジャンプ
ロープ体験　　　

▲ 老朽化している空き家

▲ 松が丘町民まつり

▲「蔵の湯」の　　　　　　
　木質バイオマスボイラー

▲ 小学校給食の様子

▲ 小田付伝統的建造物群保存地区

わくわくわくわく

新

新

新

ふくしまデスティネーションキャンペーン推進事業 558 万円

旧甲斐家蔵住宅整備事業 9,509 万円

100 年フード・食文化ミュージアムＰＲ事業 33 万円

そばの郷喜多方振興事業 76 万円

事業承継支援事業 80 万円

新規就農者経営確立支援事業 253 万円

園芸産地競争力強化事業 2,491 万円

地域学校協働推進事業 2,110 万円

小中学校キャリア教育推進事業（起業家体験事業） 88 万円

からだが喜ぶ健康給食推進事業 815 万円

学校給食費公会計事業（給食費負担軽減事業含む） ２億 7,298 万円

小中学校施設長寿命化事業 1,573 万円

小中学校適正規模適正配置事業 544 万円
　子どもたちにとって、より望ましい学習環境を整えるため、喜多方市立小中学校適正規
模適正配置第１次実施計画に基づき事業に取り組みます。

　教育施設としての機能を維持し望ましい教育環境を整備するため、学校施設の長寿命化
にかかる基本的方針を定め、長寿命化計画を策定します。

　地域の方々や団体・機関などの幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもたちの
学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指します。

重要伝統的建造物群保存地区保存推進事業 6,120 万円
　重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けた小田付地区の保存活用のため、建造物修理な
どの経費を一部補助するとともに、防災機能の向上を図るため、防災施設の整備を行います。

　学校給食基本方針に基づく特色ある給食の全市展開を図るため、地産地消の推進や厳選
した調味料の使用など魅力を高めた給食を提供します。

　児童生徒の起業家精神の醸成を図るため、市の特産品を使った弁当や加工品を児童生徒
自らが企画・販売します。

　教職員の負担軽減や保護者の利便性を図るため、小・中学校学校給食費の業務を市が一元管理し、給
食費の徴収や食材費の支払いなどを行います。給食費負担軽減事業についても公会計の中で行います。

　旧甲斐家蔵住宅の持つ文化財としての価値を損なわずに、観光・情報発信の拠点として活
用を図るため、ガバメントクラウドファンディングなどを活用しながら保存修理を行います。

　「ふくしまデスティネーションキャンペーン」を契機として、観光コンテンツを効果的に発信
し観光誘客を加速させるため、ふくしまＤＣ喜多方推進委員会が取り組む事業を支援します。

　文化庁「100 年フード」に認定された喜多方ラーメン、山都そば、塩川鳥モツと、「食文化ミュージ
アム」に認定された『飯豊とそばの里センター』の認知度向上を図るため、ＰＲ素材を作成します。

　本市産そばのブランド力および認知度の向上とそば文化の継承を図るため、パンフレッ
トを活用した効果的な情報発信や市民を対象としたそば打ち体験講習会を行います。

　市内の経営資源の維持を図りつつ次世代へ引継ぐため、事業承継に係るマッチング事業を行
います。

　青年層の新規就農と就農後の定着を図るため、国の支援策の対象とならない 50 歳未満の認定新
規規就農者（農家後継者）を含め、就農準備段階から経営開始直後の不安定な時期を支援します。

　農業者の所得向上と競争力のある園芸産地の形成を図るため、本市の振興作物に位置付けられた
アスパラガスやキュウリ、トマト、ミニトマトなどの園芸作物の生産拡大と施設化を支援します。

豊川・慶徳線道路整備事業 １億 3,600 万円

空き家対策事業（略式代執行費用等） 400 万円

市有地（子育て世帯向け住宅用地）売却準備事業 59 万円

結婚新生活支援事業 605 万円

屋内子ども遊び場「めごぷらざ」運営事業 4,148 万円

妊婦等包括相談支援事業 307 万円

妊婦のための支援給付交付金 2,100 万円

　地域住民の安心安全な住生活環境を確保するため、相続人が不存在で管理する者がおらず老朽化が著
しく倒壊の恐れのある空き家について、略式代執行による除却や相続財産清算人制度の活用を行います。

　地域間の交通機能の向上と交通ネットワークの充実を図るため、外環状道路に位置付け
られている市道豊川・慶徳線の整備を進めます。

　移住や定住の促進などを図るため、子育て世帯向けに市有地の売却へ向けた準備を行い
ます。

　結婚に伴う新生活を経済的に支援するため、新婚世帯に住宅取得や賃借、引越費用の補助を行います。
また、若者の結婚の希望を叶えるため、県のマッチングシステム「はぴ福なび」の登録助成を行います。

　子どもたちの運動を通した健全な発育と親子の交流を深めることなどを目的に、めごぷらざ
において年間を通した魅力あるイベントの開催や安全・安心で快適な利用環境を提供します。

　妊娠時から妊産婦などに寄り添い、出産・育児などの見通しを立てるため、面談や継続
的な情報発信等を行うとともに、必要な支援につなぐ伴走型相談支援の推進を図ります。

　妊婦などの身体的、精神的ケアおよび経済的支援を図るため、児童福祉法の妊婦包括相談支援事
業などの支援を効果的に組み合わせ、子ども・子育て支援法の妊婦のための支援給付を実施します。

大綱1大綱1 地域の特性を生かした力強い産業づくり

わくわくわくわく 戦 略戦 略

わくわくわくわく

戦 略戦 略

大綱2大綱2 地域を支え未来を拓く人づくり

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく

新

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

大綱3大綱3 安全・安心、思いやりのある、人にやさしいまち・くらしづくり

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

大綱4大綱4 自然との共生と元気なふるさとづくり

エネルギーの地産地消、自立分散型エネルギーシステム推進事業 250 万円

カーボンニュートラル実現重点対策加速化事業補助金 1 億 321 万円

廃棄公文書等溶解処理再資源化事業 19 万円

移住・定住促進事業 1,724 万円

協働のまちづくり推進事業 1,129 万円

　カーボンニュートラル実現と本市から流出するエネルギー関連経費を軽減させるため、エネ
ルギーの地産地消と災害に強いまちづくりに資するエネルギーシステムの構築を推進します。

喜多方地方定住自立圏プロモーション事業 300 万円
　圏域を構成する北塩原村および西会津町と連携し、人口減少を抑制させ交流人口を増やし、生
活機能の維持・確保を図るため、移住環境、観光・物産、ふるさと納税などの魅力を発信します。

　二酸化炭素排出量の削減目標達成に向けた取組みを加速させるため、屋根置きなど自家
消費型の太陽光発電設備の導入などを実施する市民、事業者に補助金を交付します。

　高度なセキュリティを確保し、焼却ごみの減量化・再資源化を図るため、本庁舎から排
出される廃棄公文書等について溶解処理を行います。

　移住・定住を促進するため、移住希望者に向けた情報発信、本市での暮らしを体験でき
る支援および移住者の住宅取得負担軽減のための補助などを行います。

　協働によるまちづくりを推進するため、行政区などが自主的、主体的に企画、実施する公
益性のあるまちづくり事業を支援します。

その他

広報きたかた　2025. ４　④

新

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく新

新

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

新

新 戦 略戦 略
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２
月
24
日（
月
・
祝
）、喜
多
方

市
、西
会
津
町
、北
塩
原
村
の
３

市
町
村
教
育
委
員
会
が
ボ
ッ

チ
ャ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、12
チ
ー
ム
が

出
場
し
、予
選
リ
ー
グ
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
争
い
ま
し
た
。

内
容  

社
会
教
育
関
係
団
体
と

し
て
認
定
を
受
け
た
団
体
は
、毎

年
認
定
継
続
の
た
め
の
書
類
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
団

体
に
は
、４
月
中
を
目
途
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
よ
り
認
定
継
続

決
定
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
。継

続
の
可
否
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先  

生
涯
学
習
課
、各
総
合

支
所
住
民
課
ま
た
は
各
公
民
館

提
出
期
限  

６
月
30
日（
月
）

提
出
書
類

①
認
定
継
続
調
査
書

②
直
近
の
総
会
資
料（
事
業
報
告

書
お
よ
び
決
算
書
、事
業
計
画
書

お
よ
び
予
算
書
、会
員
名
簿
お
よ

び
役
員
名
簿
、

規
則
ま
た
は

会
則
）

  

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種

社会教育関係団体紹介
カラオケ友情会

薄 幸雄 ☎090（9633）8059問申

喜多方花木愛好会

菅野 敏男 ☎090（3647）6934問申

内容　自然と動植物を愛してやまない団体で
す。毎年各地の研修、親睦会を開催し、会員と交流
しています。市開催のさつきまつりにも参加して
います。
対象　18 歳以上の方　 会費　年額 3,000 円

内容　健康で明るく楽しく歌って踊って会員相
互の親睦を深め、明るい町づくり推進に寄与する
ことを目的に活動しています。
　「歌は心の友」を合言葉に、年１回の発表会に向
けて練習しています。
対象　どなたでも　 会費　月額 500 円

問生涯学習課  スポーツ振興室
☎（24）5327

対
象
者

●
実
施
年
度
内（
４
月
１
日
〜
翌

年
３
月
31
日
）に
65
歳
を
迎
え
る

方●
60
歳
〜
64
歳
で
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

の
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
方

※
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年
間

は
、そ
の
年
度
内
に
70
、75
、80
、

85
、90
、95
、１
０
０
歳
に
な
る
方

も
対
象
で
す
。ま
た
、令
和
７
年

度
に
限
り
、１
０
０
歳
以
上
の
方

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
過
去
に
予
防
接
種
を
受
け
た

方
は
対
象
外
で
す
。

実
施
方
法

　
各
医
療
機
関（
県
内
で
の
接
種

可
）で
の
個
別
接
種
と
な
り
ま

す
。事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。ワク

チ
ン
の
種
類

　
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
の
内
一

方
の
接
種
と
な
り
ま
す
。体
調
に

よ
り
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
、基
礎
疾
患
の
あ
る
方
や
、ワ

ク
チ
ン
の
成
分
に
対
し
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る

方
な
ど
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

・
生
ワ
ク
チ
ン  

４
２
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン  

１
回
あ
た

り
１
万
８
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担

額
免
除（
事
前
に
、社
会
福
祉
課

で
手
続
き
が
必
要
で
す
）

実
施
医
療
機
関

対
象
者  

１
歳
か
ら
小
学
校
就

学
前
ま
で
の
幼
児

助
成
額  

４
０
０
０
円

※
差
額
は
自
己
負
担
。予
防
接
種

料
金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い

た
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

助
成
回
数  

一
人
１
回

実
施
医
療
機
関

内
容  

０
歳
か
ら
４
歳
未
満
の

子
ど
も
が
対
象
で
す
。成
長
や
発

達
を
確
認
し
た
り
、子
育
て
世
代

へ
の
情
報
を
得
た
り
す
る
大
事

な
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。健

診
で
は
、医
師
、歯
科
医
師
、保
健

師
、栄
養
士
、歯
科
衛
生
士
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
が
子
育
て
の
悩
み

や
不
安
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
す
。

健
診
の
種
類

　
４
カ
月
児
健
診
・
９
〜
10
カ

月
児
健
診
・
１
歳
６
カ
月
児
健

診
・
３
歳
６
カ
月
児
健
診

健
診
内
容

　
問
診・身
体
計
測・内
科
診
察・

歯
科
診
察
・
歯
科
相
談
・
栄
養

相
談
な
ど（
健
診
に
よ
り
内
容
は

異
な
り
ま
す
）

場
所  

市
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

　
案
内
通
知
を
健
診
の
約
１
カ

月
前
に
郵
送
し
ま
す
。今
年
度
の

日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
親
子
み
ん
べ
ぇ
健
康
ア
プ
リ

か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４

乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

小野病院 いいづかファミリークリニック
医療生協きたかた診療所 扇町渡部小児科アレルギー科医院
喜多方市地域家庭医療センター やまみこどもクリニック
くまたクリニック わたなべクリニック
高橋小児クリニック 会津中央病院
武田医院 竹田綜合病院
福田耳鼻咽喉科医院
山田産婦人科医院
ゆうゆうクリニック

ワクチン 接種方法 回数 条件 予防効果 主な副反応( 割合) 他ワクチンと
の接種間隔

生水痘
ワクチン 皮下接種 １回

病 気 や 治 療 に
よ る 免 疫 低 下
者は不可

１年：６割程度
５年：４割程度

発 赤 ( 30 ％ ) 、 そ う 痒
感・熱感・腫脹・疼痛・
硬結( 10 ％)

医 師 が 認 め た 場 合
は同時接種可能
※ 他 生 ワ ク チ ン と
は 27 日以上の間隔
必要

組換え
ワクチン 筋肉内接種 ２回 免 疫 の 状 態 に

関わらず可
５年：９割程度
10 年：７割程度

疼痛( 70 ％) 、発赤・筋
肉痛・疲労( 30 ％) 、腫
脹・悪寒・発熱・胃腸
症状( 10 ％)

医 師 が 認 め た 場 合
は同時接種可能

有隣病院 くまたクリニック
入澤病院 医療生協 きたかた診療所
小野病院 武田医院
佐原病院 ゆうゆうクリニック
鳴瀬病院 内科消化器科みつはし医院
あきもと整形外科クリニック 山田産婦人科医院
喜多方市地域家庭医療センター
高橋小児クリニック
※１週間前までに予約

福田耳鼻咽喉科医院
※生ワクチンのみ

大竹内科 ※生ワクチンのみ 西会津町国保西会津診療所
※生ワクチンのみ

※実施医療機関以外で予防接種を
希望する場合は、問い合わせてく
ださい。

予
防
接
種
な
ど
の
お
知
ら
せ

問問

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

社
会
教
育
関
係
団
体
の

認
定
継
続
手
続
き

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会

　大会チラシを見て参加
しました。白色の目標玉に
向かって転がす時の力加
減が難しかったけど、初め
ての競技だったので楽し
かったです。成績は１勝１
敗 だ っ た の で、全 勝 し た
かったです。

チーム「かきぴー」
高野さん、今野さん、松田さん

Interview

第63回会津熱塩三ノ倉スキー大会
　３月２日（日）、三ノ倉スキー場で、第 63 回
会津熱塩三ノ倉スキー大会を開催しました。
　当日は天候にも恵まれ、会津盆地が一望で
きる最高のコンディションの中、市内外から
多くのスキー愛好者が参加し、その実力を競
い合いました。
　選手宣誓は、女子中学生の部に出場した、
福王寺美夢選手が務めました。

　本大会では、「攻め」の滑走と、ポールの
一つ先に目線を向けて後傾にならないよ
うに滑ることを意識して、悔いなく滑り切
ることができました。
　機会があれば、来年の大会では今年より
も上手く速く滑れるように頑張りたいで
す。

Interview

吉田  そら さん

大会結果
（ZO-SANET） ▼
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２
月
24
日（
月
・
祝
）、喜
多
方

市
、西
会
津
町
、北
塩
原
村
の
３

市
町
村
教
育
委
員
会
が
ボ
ッ

チ
ャ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、12
チ
ー
ム
が

出
場
し
、予
選
リ
ー
グ
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
争
い
ま
し
た
。

内
容  

社
会
教
育
関
係
団
体
と

し
て
認
定
を
受
け
た
団
体
は
、毎

年
認
定
継
続
の
た
め
の
書
類
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
団

体
に
は
、４
月
中
を
目
途
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
よ
り
認
定
継
続

決
定
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
。継

続
の
可
否
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先  

生
涯
学
習
課
、各
総
合

支
所
住
民
課
ま
た
は
各
公
民
館

提
出
期
限  

６
月
30
日（
月
）

提
出
書
類

①
認
定
継
続
調
査
書

②
直
近
の
総
会
資
料（
事
業
報
告

書
お
よ
び
決
算
書
、事
業
計
画
書

お
よ
び
予
算
書
、会
員
名
簿
お
よ

び
役
員
名
簿
、

規
則
ま
た
は

会
則
）

  

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種

社会教育関係団体紹介
カラオケ友情会

薄 幸雄 ☎090（9633）8059問申

喜多方花木愛好会

菅野 敏男 ☎090（3647）6934問申

内容　自然と動植物を愛してやまない団体で
す。毎年各地の研修、親睦会を開催し、会員と交流
しています。市開催のさつきまつりにも参加して
います。
対象　18 歳以上の方　 会費　年額 3,000 円

内容　健康で明るく楽しく歌って踊って会員相
互の親睦を深め、明るい町づくり推進に寄与する
ことを目的に活動しています。
　「歌は心の友」を合言葉に、年１回の発表会に向
けて練習しています。
対象　どなたでも　 会費　月額 500 円

問生涯学習課  スポーツ振興室
☎（24）5327

対
象
者

●
実
施
年
度
内（
４
月
１
日
〜
翌

年
３
月
31
日
）に
65
歳
を
迎
え
る

方●
60
歳
〜
64
歳
で
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

の
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
方

※
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年
間

は
、そ
の
年
度
内
に
70
、75
、80
、

85
、90
、95
、１
０
０
歳
に
な
る
方

も
対
象
で
す
。ま
た
、令
和
７
年

度
に
限
り
、１
０
０
歳
以
上
の
方

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
過
去
に
予
防
接
種
を
受
け
た

方
は
対
象
外
で
す
。

実
施
方
法

　
各
医
療
機
関（
県
内
で
の
接
種

可
）で
の
個
別
接
種
と
な
り
ま

す
。事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。ワク

チ
ン
の
種
類

　
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
の
内
一

方
の
接
種
と
な
り
ま
す
。体
調
に

よ
り
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
、基
礎
疾
患
の
あ
る
方
や
、ワ

ク
チ
ン
の
成
分
に
対
し
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る

方
な
ど
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

・
生
ワ
ク
チ
ン  

４
２
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン  

１
回
あ
た

り
１
万
８
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担

額
免
除（
事
前
に
、社
会
福
祉
課

で
手
続
き
が
必
要
で
す
）

実
施
医
療
機
関

対
象
者  

１
歳
か
ら
小
学
校
就

学
前
ま
で
の
幼
児

助
成
額  

４
０
０
０
円

※
差
額
は
自
己
負
担
。予
防
接
種

料
金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い

た
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

助
成
回
数  

一
人
１
回

実
施
医
療
機
関

内
容  

０
歳
か
ら
４
歳
未
満
の

子
ど
も
が
対
象
で
す
。成
長
や
発

達
を
確
認
し
た
り
、子
育
て
世
代

へ
の
情
報
を
得
た
り
す
る
大
事

な
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。健

診
で
は
、医
師
、歯
科
医
師
、保
健

師
、栄
養
士
、歯
科
衛
生
士
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
が
子
育
て
の
悩
み

や
不
安
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
す
。

健
診
の
種
類

　
４
カ
月
児
健
診
・
９
〜
10
カ

月
児
健
診
・
１
歳
６
カ
月
児
健

診
・
３
歳
６
カ
月
児
健
診

健
診
内
容

　
問
診・身
体
計
測・内
科
診
察・

歯
科
診
察
・
歯
科
相
談
・
栄
養

相
談
な
ど（
健
診
に
よ
り
内
容
は

異
な
り
ま
す
）

場
所  

市
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

　
案
内
通
知
を
健
診
の
約
１
カ

月
前
に
郵
送
し
ま
す
。今
年
度
の

日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
親
子
み
ん
べ
ぇ
健
康
ア
プ
リ

か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４

乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

小野病院 いいづかファミリークリニック
医療生協きたかた診療所 扇町渡部小児科アレルギー科医院
喜多方市地域家庭医療センター やまみこどもクリニック
くまたクリニック わたなべクリニック
高橋小児クリニック 会津中央病院
武田医院 竹田綜合病院
福田耳鼻咽喉科医院
山田産婦人科医院
ゆうゆうクリニック

ワクチン 接種方法 回数 条件 予防効果 主な副反応( 割合) 他ワクチンと
の接種間隔

生水痘
ワクチン 皮下接種 １回

病 気 や 治 療 に
よ る 免 疫 低 下
者は不可

１年：６割程度
５年：４割程度

発 赤 ( 30 ％ ) 、 そ う 痒
感・熱感・腫脹・疼痛・
硬結( 10 ％)

医 師 が 認 め た 場 合
は同時接種可能
※ 他 生 ワ ク チ ン と
は 27 日以上の間隔
必要

組換え
ワクチン 筋肉内接種 ２回 免 疫 の 状 態 に

関わらず可
５年：９割程度
10 年：７割程度

疼痛( 70 ％) 、発赤・筋
肉痛・疲労( 30 ％) 、腫
脹・悪寒・発熱・胃腸
症状( 10 ％)

医 師 が 認 め た 場 合
は同時接種可能

有隣病院 くまたクリニック
入澤病院 医療生協 きたかた診療所
小野病院 武田医院
佐原病院 ゆうゆうクリニック
鳴瀬病院 内科消化器科みつはし医院
あきもと整形外科クリニック 山田産婦人科医院
喜多方市地域家庭医療センター
高橋小児クリニック
※１週間前までに予約

福田耳鼻咽喉科医院
※生ワクチンのみ

大竹内科 ※生ワクチンのみ 西会津町国保西会津診療所
※生ワクチンのみ

※実施医療機関以外で予防接種を
希望する場合は、問い合わせてく
ださい。

予
防
接
種
な
ど
の
お
知
ら
せ

問問

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

社
会
教
育
関
係
団
体
の

認
定
継
続
手
続
き

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会

　大会チラシを見て参加
しました。白色の目標玉に
向かって転がす時の力加
減が難しかったけど、初め
ての競技だったので楽し
かったです。成績は１勝１
敗 だ っ た の で、全 勝 し た
かったです。

チーム「かきぴー」
高野さん、今野さん、松田さん

Interview

第63回会津熱塩三ノ倉スキー大会
　３月２日（日）、三ノ倉スキー場で、第 63 回
会津熱塩三ノ倉スキー大会を開催しました。
　当日は天候にも恵まれ、会津盆地が一望で
きる最高のコンディションの中、市内外から
多くのスキー愛好者が参加し、その実力を競
い合いました。
　選手宣誓は、女子中学生の部に出場した、
福王寺美夢選手が務めました。

　本大会では、「攻め」の滑走と、ポールの
一つ先に目線を向けて後傾にならないよ
うに滑ることを意識して、悔いなく滑り切
ることができました。
　機会があれば、来年の大会では今年より
も上手く速く滑れるように頑張りたいで
す。

Interview

吉田  そら さん

大会結果
（ZO-SANET） ▼
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情 報 の 詳 細 に つ い て
は、問へ連絡してく
ださい。

情報
ステーション

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2 MHZ

ほっとチャンネル
ピックアップ
土・日　正午

ほっとチャンネル
月～金 午後０時 15 分

ほっとチャンネル
ウィークリー

土・日　午前９時45分

内
容
４
月
11
日（
金
）は
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日

で
す
。

　
個
別
に
支
給
通
知
書
は
送
付

し
ま
せ
ん
の
で
、登
録
さ
れ
て

い
る
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
入
金
時
刻
は
金

融
機
関
で
異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
４
月
15
日（
火
）は
、児

童
手
当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

　
今
回
の
支
給
は
、２
月
分
か

ら
３
月
分
で
す
。
個
別
に
支
給

通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

登
録
さ
れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳

に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
入

金
時
刻
は
金
融
機
関
で
異
な
り

ま
す
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
児
童
を
養
育
す
る
保
護

者
へ
小
学
校
入
学
祝
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者
今
年
４
月
に
小
学
校

に
新
入
学
し
た
児
童
の
保
護
者

（
入
学
式
時
点
で
、本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

児
童
の
保
護
者
）

支
給
額
児
童
１
人
当
た
り

３
万
円

申
請
方
法
小
学
校
を
通
し
て

申
請
書
を
配
付
し
ま
す
の
で
、

窓
口
に
持
参
、ま
た
は
郵
送
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
市
外
の

小
学
校
に
入
学
予
定
の
方
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
４
月
30
日（
水
）

問
申
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
市
立
の
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
が
滞
り
な
く
義

務
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
市
内
に
住
所
が
あ
り
市

立
の
小
中
学
校
に
通
学
し
、次

の
認
定
基
準
に
該
当
す
る
方

※
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り

避
難
し
て
い
る
方
で
、本
市
に

定
住
す
る
意
思
が
な
い
方
も
対

象
で
す
。

●
要
保
護
︙
生
活
保
護
法
に
よ

る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

●
準
要
保
護
︙
要
保
護
に
準
ず

る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
世
帯（
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世

帯
な
ど
）

申
請
方
法
申
請
書
と
必
要
書

類
を
在
籍
す
る
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
小

中
学
校
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
と
配
付
の
時
期
は
４

月
中
旬
の
予
定
で
す
。

※
昨
年
度
認
定
を
受
け
て
い
る

方
も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
新
入
学
準
備
金
の
支

給
を
受
け
た
方
も
就
学
援
助
受

給
を
希
望
す
る
場
合
は
、申
請

が
必
要
で
す
。

問
申
学
校
教
育
課
管
理
・
指

導
班

☎（
24
）５
３
１
６

補
助
・
支
援

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

定
時
支
給
日

児
童
手
当
の
定
時
支
給
日

小
学
校
入
学
祝
金

令
和
７
年
度
就
学
援
助
申
請
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内
容
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、資

源
回
収
を
実
施
し
た
団
体
へ
報

奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
町
内
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、子
供

会
育
成
会
、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

対
象
資
源
各
家
庭
か
ら
回
収

し
た
古
紙
類（
回
収
量
２
５
０
０

㌔
以
上
）

金
額
回
収
し
た
古
紙
類
１
㌔

に
つ
き
２
円（
１
団
体
に
つ
き

１
年
度
１
回
の
み
、上
限
30
万

円
）登録

申
請
期
限
実
施
予
定
月

日
前
日
ま
た
は
12
月
末
日
の
い

ず
れ
か
早
い
日

申
し
込
み
方
法
団
体
登
録
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
回
収
の
実
施
後
、計
量
票

を
添
え
て
交
付
申
請
書
と
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
各

申
請
書
お
よ
び
請
求
書
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き

ま
す
。

問
申
市
民
生
活
課
環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

資
源
回
収
報
奨
金

きたかたの ” 農 ” を支える担い手支援事業

問申  農業振興課  経営企画係 ☎（24）5235 または各総合支所産業建設課

申請期限  ４月 23 日（水）
申請方法  所定の様式（市ホームページからダウンロード可）で申請書を作成し、提出してください。

※補助を受けるには一定の要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

区分 補助対象者 補助内容と補助対象経費 補助率

（1）集落営農組織
等組織化支援

農事組合、農用地利用
改善団体、農作業受託
組織など

集落営農組織や農作業受託組織などの
設立に向けた取り組みに必要となる経
費を支援します。【座談会開催、専門家
謝金、先進地視察研修、他必要な経費】

定額
（上限10万円）

（2）収益力強化設
備整備支援

地域計画に位置付けら
れた認定農業者・認定
新規就農者

農業経営の収益力強化に資する取り組
みに必要な農業用機械などの導入を支
援します。

事業費の1/5以内
（上限200万円）

（3）共同利用機械
等整備支援

地域計画に位置付けら
れた集落営農組織、ま
たは農作業受託組織な
ど

集落などの単位で共同利用する農業用
機械などの導入を支援します。

事業費の1/4以内
（上限300万円）

（4）有機資源等活
用促進支援

地域計画に位置付けら
れた認定農業者・認定
新規就農者・集落営農
組織、または農作業受
託組織など

地域内で発生する有機資源などの利活
用により、農業生産資材の使用低減に
つながる農業用機械などの導入を支援
します。

事業費の1/3以内
（上限300万円）

（5）水稲品質向上
対策支援

地域計画に位置付けら
れた認定農業者・認定
新規就農者・集落営農
組織、または農作業受
託組織など

病虫害などによる被害粒の除去などに
より水稲の品質向上を図るために必要
な農業用機械などの導入を支援しま
す。

事業費の1/3以内
（上限200万円）
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

内
容
令
和
７
年
度
に
新
規
に

狩
猟
免
許
を
取
得
し
、喜
多
方

市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
へ
の

加
入
を
希
望
す
る
方
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
有
害
鳥
獣
対

策
室

☎（
24
）５
２
６
１

内
容
令
和
６
年
９
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
10
月
31
日
ま
で
に

事
前
申
し
込
み
を
し
た
方
は
、

本
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、電
気
柵
貸
出
事
業

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
有
害
鳥
獣
対

策
室

☎（
24
）５
２
６
１
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

額
お
よ
び
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
提
供
事
業
者
の
売
り
上
げ
向

上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
４
月
24
日（
木
）
午
後

２
時
～
４
時

場
所
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た

介
護
人
材
養
成
室

対
象
者
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
提
供
事
業
者
、今
後
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
を
提
供
し
た
い

方持
ち
物
「
楽
天
市
場
」を
閲
覧

で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

申
込
期
限
４
月
10
日（
木
）

申
し
込
み
方
法
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
、ま
た
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
企
画
調
整
課
企
画
調

整
班

☎（
24
）５
２
０
９

内
容
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
方
の
疑
問
や
困
り
ご
と
を

行
政
に
伝
え
る
橋
渡
し
役
と
な

り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
活
動
で
す
。

　
月
に
４
回
程
度
、介
護
施
設

な
ど
に
訪
問
し
、月
１
回
の
定

例
会
で
相
談
内
容
を
報
告
し
ま

す
。応募

資
格

①
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
方

②
原
則
、平
日
の
日
中
の
研
修
、

会
議
、施
設
な
ど
の
訪
問
に
参

加
で
き
る
方

募
集
人
数
１
人

応
募
期
限
５
月
９
日（
金
）

応
募
方
法
申
込
書
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓

口
で
取
得
で
き
ま
す
。

選
考
書
類
審
査
と
面
接

問
申
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
・
予
防
室

☎（
24
）５
２
３
１

内
容
御
清
水
公
園
花
壇
の
管

理
や
講
習
会
な
ど
を
通
し
て
、

花
づ
く
り
の
基
礎
知
識
と
実
践

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

補
助
・
支
援

捕
獲
従
事
者
育
成
事
業
補
助
金

電
気
柵
購
入
支
援
事
業
補
助
金

募　
集

事
業
者
向
け

ふ
る
さ
と
納
税
セ
ミ
ナ
ー

介
護
相
談
員

市
民
花
づ
く
り
講
座

開
講
式

TEL（0241）22－0871 喜多方市字谷地田7434-2
0120-13-0871

▲ 申し込み
　 フォーム

エアコン設置費用の一部を助成します
対象  市内に住所があり、現に居住する高齢者のみの世帯で、

次の要件を満たす世帯
・住民税非課税世帯
・自宅内にエアコンが一台もないこと
・世帯員全員に市税、介護保険料に滞納がないこと

助成額  エアコン本体、設置費用の 4 分の３に相当する額（上
限５万円）
申請期限  ９月 30 日（火） ※先着順
申請方法  申請書と必要書類を添えて、購入前に提出してく

ださい。
必要書類

・世帯員の完納証明書（窓口に様式あり。市のホームページか
らもダウンロード可）

・エアコン設置にかかる見積書
・設置予定のエアコン、室外機などの取り付け前の場所や状
態がわかる写真

・印鑑と申請者本人の通帳の写し
問申  高齢福祉課  いきがい支援班  ☎（24）5230
　　　または各総合支所住民課
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石堂ホール

HALL

明治27新館・多目的貸ホール明治27新館・多目的貸ホール

歴史をつむぎ

明日を彩る空間

会議・集会・各種イベント

最大３０名・テーブル椅子

喜多方市字六枚長4220－4

旧東高校通用門から北200ｍ

お問合わせ：090－1791－3270

日
時 

５
月
８
日（
木
） 

午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
開
講
式
後
に
植
栽
を
行
う
た

め
、軍
手
や
園
芸
ス
コ
ッ
プ
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所 

大
会
議
室（
本
庁
舎
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

定
員 

25
人（
先
着
順
）

受
講
料 

年
間
５
０
０
円

※
開
講
式
時
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限 

５
月
２
日（
金
）

問
申 

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
事
務
局（
商
工

観
光
課
内
）

☎（
24
）５
２
４
３

内
容 「
新
う
つ
く
し
ま
百
名

山
」
に
も
選
ば
れ
た
郷
土
の
山

「
大
仏
山
」
の
豊
か
な
自
然
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に

登
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
山

で
す
。

日
時 

４
月
29
日（
火
・
祝
） 

受
付
時
間
午
前
８
時
～
９
時

※
受
け
付
け
後
、順
次
出
発
。荒

天
中
止
。

場
所 

岩
月
交
遊
館

参
加
費 

１
人
５
０
０
円

そ
の
他 

申
し
込
み
不
要
。
先

着
３
０
０
人
に
記
念
バ
ッ
ジ
進

呈
。下
山
後
は
、地
元
の
地
場
産

品
が
当
た
る「
お
楽
し
み
抽
選
」

が
あ
り
ま
す
。

問 （
一
社
）喜
多
方
観
光
物
産

協
会（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
24
）５
２
０
０

内
容 

山
頂
か
ら
は
飯
豊
連
峰

や
磐
梯
山
な
ど
雄
大
な
景
色
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登

山
道
に
あ
る
カ
タ
ク
リ
群
生
地

で
は
淡
紫
色
の
可
憐
な
花
が
一

面
に
広
が
り
ま
す
。

日
時 

４
月
20
日（
日
） 

受
付

時
間  

午
前
８
時
～
９
時 

場
所 

Ｊ
Ｒ
荻
野
駅
前
広
場

参
加
費 

無
料

そ
の
他 

先
着
３
０
０
人
に
記

念
バ
ッ
ジ
進
呈
。下
山
後
は
、地

元
物
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

問 

鳥
屋
山
山
開
き
実
行
委
員

会
事
務
局（
高
郷
総
合
支
所 

産

業
建
設
課
内
）

☎（
44
）２
１
１
４

内
容 「
く
じ
ら
や
ま
」の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
黒
森
山
。

登
山
道
を
歩
き
、飯
豊
山
や
磐

梯
山
、猪
苗
代
湖
の
眺
望
が
楽

し
め
る
軽
登
山
で
す
。

日
時 

５
月
３
日（
土
・
祝
） 

午
前
７
時
50
分
受
け
付
け

場
所 

熱
塩
加
納
総
合
支
所

定
員 

50
人 

※
先
着
順（
健
康

で
体
力
に
自
信
が
あ
る
方
、小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費 

大
人
１
０
０
０
円
、　　

小
人（
中
・
小
学
生
）５
０
０
円 

※
小
学
生
未
満
は
無
料

申
込
期
限 

４
月
24
日（
木
）

申
し
込
み
方
法  

申
込
書
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申 

黒
森
山
登
山
実
行
委
員

会
事
務
局（
熱
塩
加
納
総
合
支

所 

産
業
建
設
課
内
）

☎（
36
）２
１
１
４

内
容 
市
民
活
動
団
体
が
一
堂

に
会
し
、活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
市

民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門

ス
テ
ー
ジ
発
表
部
門
、展
示
・

体
験
部
門
、物
販
部
門

日
時 

９
月
28
日（
日
） 
午
前

10
時
～
午
後
３
時

会
場 

厚
生
会
館

参
加
費 

１
団
体
当
た
り
１
０
０

０
円

申
込
期
限 

５
月
20
日（
火
）

問
申 

喜
多
方
市
市
民
活
動
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
多
方
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

内
）

☎（
23
）７
２
８
０

内
容 

お
花
見
や
団
子
作
り
を

通
し
て
交
流
を
し
ま
す
。ま
た
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
や
国
際
協
力

の
説
明
、相
談
も
受
け
ら
れ
ま

す
。日時 

４
月
26
日（
土
） 

午
前

９
時
～
正
午

対
象 

市
内
在
住
の
外
国
人

や
、外
国
人
と
の
交
流
を
希
望

す
る
方
な
ど

場
所 

東
町
蔵
屋
敷
会
陽
館

参
加
費 

無
料

申
し
込
み
方
法  

電
話
ま
た
は

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申 

市
外
国
人
相
談
窓
口

（
会
津
喜
多
方
国
際
交
流
協
会

内
）

☎（
23
）６
２
１
０

大
仏
山
山
開
き

第
41
回
鳥
屋
山
山
開
き

令
和
７
年
度

黒
森
山
春
登
山

第
８
回
市
民
活
動
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

在
留
外
国
人
と
の

お
花
見
交
流
サ
ロ
ン▲ 申し込み

　 フォーム
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ふるさと納税（寄附）へのご協力
ありがとうございます

　令和6年度の寄附状況は2月末現在で、6,556人の
方から1億4,483万8,277円お寄せいただきました。
　ご協力いただきまして誠にありがとうございます。

 問申  企画調整課　企画調整班  ☎（24）5209

令和７年度自主防災組織活動補助金
内容  地域の皆さんで防災活動を行う「自主防災組織」の活動に必要な資機材などの購入費を支援します。

対　象 補助額・補助率 補助条件

新規結成組織
補助額  14 万円以内（a+b）

a…４万円以内　b…1,000 円×世帯数（上限 100 世帯）
補助率  10/10

結成後、初めて申請する組織

既存組織 補助額  ２万 4,000 円以内　 補助率  ６/10
例：補助対象経費３万円の場合、補助額 1 万 8,000 円

補助事業期間中に防災訓練な
どを実施すること

申請方法  ４月 23 日（水）までに事前に連絡のうえ、５月 16 日（金）までに所定の様式（市ホームページから取
得できます）を提出してください。なお、予算状況によっては補助金を交付できない場合があります。
問申 危機管理課  危機管理室 ☎（24）5221 または各総合支所住民課

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
喜
多
方
市
春
季

消
防
検
閲
に
伴
う
交
通
規
制

内
容 

交
通
規
制
の
時
間
帯
は

道
路
を
迂
回
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、正
午
こ

ろ
に
は
、消
防
車
両
が
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
て
走
行
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時 

４
月
29
日（
火
・
祝
） 

午
前
８
時
～
10
時

規
制
対
象 
市
道
押
切
東
線
ほ

か
、押
切
川
公
園
体
育
館
周
辺

問 

危
機
管
理
課  
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

内
容 「
ど
ん
な
と
き
も 

わ
す

れ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ 

み
ぎ
ひ
だ

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、次
の

重
点
で
交
通
安
全
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

①
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路

交
通
環
境
の
確
保
と
正
し
い
横

断
方
法
の
実
践

②
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

な
が
ら
運
転
等
の
根
絶
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
適
切
な
使
用
の
促
進

③
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

の
徹
底

期
間 

４
月
６
日（
日
）～
15
日

（
火
）

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

４
月
10
日（
木
）

問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

国
民
健
康
保
険

「
マ
ル
学
」の
手
続
き

内
容 

修
学
の
た
め
に
本
市
を

転
出
し
た
後
も
、親
元
の
住
所

地
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
特
例
制
度
で

す
。手続

き 
入
学
し
た
場
合
や
在

学
し
て
い
る
場
合
は
「
在
学
証

明
書（
本
年
４
月
１
日
以
降
に

証
明
さ
れ
た
も
の
）」、卒
業
な

ど
で
在
学
し
な
く
な
っ
た
場
合

は
「
卒
業
証
明
書
」
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
す
る

場
合
は
、世
帯
主
の「
委
任
状
」

も
必
要
で
す
。

問 

保
健
課  

国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

農
地
の
貸
借
の
手
続
き
・

相
談
窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た

内
容 

４
月
か
ら
、農
地
の
貸

借
を
す
る
場
合
は
、原
則
と
し

て
農
地
中
間
管
理
機
構（
農
地

バ
ン
ク
）を
介
し
て
行
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
手
続
き
や
相
談

窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
前
：
農
業
振
興
課

変
更
後
：
農
業
委
員
会
事
務
局

※
各
総
合
支
所
で
の
手
続
き
・

相
談
窓
口
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

問
申 

農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係

☎（
24
）５
２
７
３

農
業
振
興
課  

経
営
企
画
係

☎（
24
）５
２
３
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
産
業
建
設
課

喜
多
方
さ
く
ら
ま
つ
り

内
容 「
日
中
線
し
だ
れ
桜
並

木
」
の
開
花
時
期
に
、市
内
の

桜
の
名
所
や
飲
食
店
な
ど
が
参

加
す
る
喜
多
方
さ
く
ら
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、夜
は
ラ
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  ４月～６月　ふくしまプレデスティネーションキャンペーン開催！
　 「ふくしまデスティネーションキャンペーン（ふくしま DC）」は、JR グループと県や市町村、
地元の観光事業者などが一体となって、各地域の魅力を発信する国内最大級の観光キャンペ

ーンです。４月１日（火）から６月 30 日（月）には「ふくしまプレ DC」、翌年の４月から６月には「ふくしま
DC」を開催します。
　本市でも、さまざまなイベントなどを予定しています。
イベントを一緒に楽しみ、本市を訪れる方々をおもてなし
の心でお迎えしましょう。

問 商工観光課 観光・物産振興室 ☎（24）5296

イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
４
月
４
日（
金
）～
23
日

（
水
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

日
時
４
月
11
日（
金
）～
20
日

（
日
）午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
Ｓ
Ｌ
付
近
約
５
０
０
m

※
開
花
状
況
に
よ
り
、期
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
花
で
も
て
な

す
係

☎（
24
）５
２
４
３

会
津
た
か
さ
と
雷
神
山

「
春
の
花
観
賞
会
」

内
容
サ
ク
ラ
や
レ
ン
ギ
ョ
ウ

な
ど
約
60
種
類
２
０
０
０
本
を

超
え
る
春
の
花
の
観
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。自
由
観
賞
で
、期
間

中
は
雷
神
山
管
理
棟
を
開
放
し

て
い
ま
す
。

日
時
４
月
12
日（
金
）～
20
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
雷
神
山
花
の
森（
高
郷

町
上
郷
）

問
雷
神
山
花
の
森
づ
く
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
高
郷
総
合

支
所
産
業
建
設
課
内
）

☎（
44
）２
１
１
４

喜
多
方
市
外
国
人
相
談
窓
口
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

内
容
市
内
に
住
む
外
国
人
を

対
象
に
、困
っ
た
と
き
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。な
お
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
外
国
人
向
け

の
お
役
立
ち
情
報
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

場
所
東
町
蔵
屋
敷
会
陽
館

問
市
外
国
人
相
談
窓
口（
会
津

喜
多
方
国
際
交
流
協
会
内
）

☎（
23
）６
２
１
０

税軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

内
容
車
検
が
必
要
な
全
て
の

車
両
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
納
付
状
況
を
、軽
自
動
車
検

査
協
会
側
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

車
検
を
受
け
る
際
に
納
税
証
明

書
は
不
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納

付
し
て
い
る
方
へ
の
納
税
証
明

書
の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
税
務
課  

市
民
税
班

☎（
24
）５
２
１
７
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

令
和
６
年
分
所
得
税
な
ど
の

口
座
振
替
日

日
程

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
：
４
月
23
日（
水
）

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）：
４
月
30
日

（
水
）

※
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯

金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
残
高
不
足
な
ど
で
引

き
落
と
し
で
き
な
い
場
合
は
、

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま

で
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
喜
多
方
税
務
署

☎（
24
）５
０
５
０（
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
２
番
）

コミュニティ助成事業で整備
　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会
貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を
財源として「コミュニティ助成事業」を実施しています。
　下町北部町内会では、この宝くじの助成金（一般コミュニ
ティ助成事業）を活用して、コミュニティイベント備品（太
鼓台）を修繕しました。
　修繕した備品を活用し地域住民の交流イベントを通じ
て、地域コミュニティの維持が期待されます。

▲ 福島県プレ DC
　 情報ページ

▲ ホームページ

▲ 市プレ DC
　 情報ページ

問 地域振興課  きたかたぐらし推進室 ☎（24）5306
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問
申

「良好な維持管理」

「解　　　体」

「利　活　用」

空き家に関する支援制度を紹介します
　空き家なども含めた家屋は大切な個人資産ですので、所有者や管理者が解体撤去も含め
適正に管理することが原則です。適正な管理を怠り、建物倒壊や物の落下、倒木、落雪など
で近隣家屋や通行人などに被害が出た場合、損害賠償などの管理責任を問われる場合があ
りますので、適正な管理をお願いします。

都市整備課  建築景観係 ☎（24）5267問申

支援制度 内　　　容 備　　　考
空き家等の管理サポ
ート制度

空き家の現状確認や、除草、庭木の剪定などの
管理業務を行います。

市シルバー人材センター
☎(23)1313 に問い合わせてください。

支援制度 内　　　容 補　助　率
老朽危険空き家等解
体撤去補助金

老朽化が進み危険な状態となっている空き家の
解体撤去費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/3 ( 上限 50 万円)

空き家等解体撤去促
進補助金 空き家の解体撤去費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/10 ( 上限 15 万円)

空き家再生推進事業
補助金

行政区や市内で活動する団体が、空き家解体後
の跡地を公共的用途で使用する場合の解体撤去
費用の一部を負担します。

行政区など：補助対象額の9/10 (上限150万円)
団体：補助対象額の 4/5 ( 上限 150 万円)

支援制度 内　　　容 補　助　率

空き家バンク 空き家の情報を市ホームページに掲載し、情報
提供します。

空き家改修支援事業
補助金

空き家バンク制度を通じて取得した空き家につ
いて、居住のための改修費の一部を補助します。

転入者：補助対象額の 1/2 ( 上限 50 万円)
市民：補助対象額の 1/2 ( 上限 25 万円)

空き家相続登記等支
援補助金 空き家の相続登記費用などの一部を補助します。 補助対象額の 1/2 ( 上限 5 万円)

空き家再生推進事業
補助金

行政区や市内で活動する団体が、空き家を公共
的用途で使用する場合の改修費の一部を負担し
ます。

行政区など：補助対象額の9/10 (上限150万円)
団体：補助対象額の 2/3 ( 上限 150 万円)

空き家家財道具等処
分支援事業補助金

空き家バンクのため、残置物の処分やハウスクリ
ーニングを行う場合の費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/2 ( 上限 10 万円)

空き家境界確定支援
事業補助金

空き家バンクへ物件登録のため、敷地の境界確
定を行う場合の費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/2 ( 上限 15 万円）

令
和
６
年
度

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
２
月
18
日（
火
）、環
境
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、子

ど
も
た
ち
が
環
境
に
つ
い

て
考
え
、環
境
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
機
会
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　「
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
。」を

テ
ー
マ
に
、下
学
年
の
部
に

32
点
、上
学
年
の
部
に
18

点
、計
50
点
の
応
募
が
あ

り
、審
査
の
結
果
12
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

部門 賞種別 学校名 学年 氏 名

上学年

最優秀賞 塩川小 6 山本 ことね
優秀賞 上三宮小 6 菊地 悠仁
優秀賞 塩川小 4 山本 夏鈴

入選 姥堂小 6 戸田 美乃
入選 姥堂小 4 戸田 ゆり乃
入選 塩川小 4 塚原 渉

部門 賞種別 学校名 学年 氏 名

下学年

最優秀賞 松山小 3 猪俣 穂乃佳
優秀賞 第二小 3 櫻井 悠乃
優秀賞 山都小 2 渡部 凪

入選 堂島小 2 花見 志穂
入選 堂島小 2 五十嵐 紗來
入選 関柴小 2 菊地 優芽花

※学校・学年は２月時点 市民生活課  環境政策推進室 ☎（24）5285問

▲
下
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

　
猪
俣  
穂
乃
佳
さ
ん（
松
山
小
３
年
）

▲

上
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

　
山
本  

こ
と
ね
さ
ん（
塩
川
小
６
年
）

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み

　
家
庭
で
生
じ
た
も
の
で
、指

定
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
や

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋
に
入

ら
な
い
家
具
、自
転
車
な
ど
の

大
型
ご
み
を
有
料
で
収
集
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
で
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品(

テ
レ

ビ
、冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
、エ
ア
コ

ン)

、パ
ソ
コ
ン
、オ
ー
ト
バ
イ

お
よ
び
環
境
セ
ン
タ
ー
山
都

工
場
で
処
理
が
困
難
な
ご
み

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
家
庭
に
配
付
の「
家
庭

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
保

存
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間  

５
月
１
日（
木
）

〜
９
日（
金
）

収
集
日  

５
月
26
日（
月
）〜

30
日（
金
）の
予
定

申
し
込
み
方
法  

申
請
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
窓
口
で
取
得
で
き

ま
す
。

❶
申
請
の
際
に
１
点
５
０
０

円
、１
０
０
０
円
、１
５
０
０

円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
必

要
数
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
受
け
入
れ
で
き
る
数
は
１

世
帯
に
つ
き
７
点
ま
で

❸
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
ご
み
を
申
請
者
本
人

が
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
専
用
の
収
集
車
で
収
集
し

ま
す
。時
間
は
指
定
で
き
ま
せ

ん
。

費
用
の
免
除
制
度

満
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

（
世
帯
分
離
は
対
象
外
）、生
活

保
護
世
帯
、18
歳
未
満
の
子
ど

も
と
同
居
し
て
い
る
母
子
世

帯
、身
体
障
が
い
者
の
み
の
世

帯
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
市
民
生
活
課  

環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

５月家庭の

粗大ごみ収集

家庭の

粗大ごみ収集

キャンペーン参加店舗と対象メニュー
会津田舎家 会津牛ステーキ丼、会津牛ステーキ、

会津牛しゃぶしゃぶ 山都そば処萬長 会津牛の牛丼と山都そばのセット

らーめん酒場ばってん 会津牛おつまみカルビ、会津牛骨ラーメン 焼処サムライ サムライ盛り、牛骨ラーメン
　　　　　　（醤油、塩、味噌）

塩川屋 会津牛コロッケ カランドリエ 会津牛ステーキ 200g、300g
問申農業振興課  生産支援係 ☎（24）5235

 内容  キャンペーン参加店舗で対象料理を食べて抽選応募ハガキにスタンプを２つ集め
て応募すると、抽選で 4,000 円相当のふくしま会津牛が当たります。
 応募期限 第１期：5 月 31 日（土）第２期：8 月 31 日（日）第 3 期：11 月 30 日（日）※当日消印有効

「ふくしま会津牛を食べよう」キャンペーン

※詳細は、市ホームページをご確認ください。

申込期間  ４月 7 日（月）～５月 16 日（金）
抽選日時  ５月 28 日（水） 午後３時　抽選会場  本庁舎３階 第一会議室
申し込み方法  一定の条件がありますので、事前に問い合わせのうえ、申込書を提出してください。

老朽危険空き家等解体撤去補助金、空き家等解体撤去促進補助金については、下記により申し込みを受け付け
ます。　※希望者多数時は抽選となる場合があります。
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　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問
申

「良好な維持管理」

「解　　　体」

「利　活　用」

空き家に関する支援制度を紹介します
　空き家なども含めた家屋は大切な個人資産ですので、所有者や管理者が解体撤去も含め
適正に管理することが原則です。適正な管理を怠り、建物倒壊や物の落下、倒木、落雪など
で近隣家屋や通行人などに被害が出た場合、損害賠償などの管理責任を問われる場合があ
りますので、適正な管理をお願いします。

都市整備課  建築景観係 ☎（24）5267問申

支援制度 内　　　容 備　　　考
空き家等の管理サポ
ート制度

空き家の現状確認や、除草、庭木の剪定などの
管理業務を行います。

市シルバー人材センター
☎(23)1313 に問い合わせてください。

支援制度 内　　　容 補　助　率
老朽危険空き家等解
体撤去補助金

老朽化が進み危険な状態となっている空き家の
解体撤去費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/3 ( 上限 50 万円)

空き家等解体撤去促
進補助金 空き家の解体撤去費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/10 ( 上限 15 万円)

空き家再生推進事業
補助金

行政区や市内で活動する団体が、空き家解体後
の跡地を公共的用途で使用する場合の解体撤去
費用の一部を負担します。

行政区など：補助対象額の9/10 (上限150万円)
団体：補助対象額の 4/5 ( 上限 150 万円)

支援制度 内　　　容 補　助　率

空き家バンク 空き家の情報を市ホームページに掲載し、情報
提供します。

空き家改修支援事業
補助金

空き家バンク制度を通じて取得した空き家につ
いて、居住のための改修費の一部を補助します。

転入者：補助対象額の 1/2 ( 上限 50 万円)
市民：補助対象額の 1/2 ( 上限 25 万円)

空き家相続登記等支
援補助金 空き家の相続登記費用などの一部を補助します。 補助対象額の 1/2 ( 上限 5 万円)

空き家再生推進事業
補助金

行政区や市内で活動する団体が、空き家を公共
的用途で使用する場合の改修費の一部を負担し
ます。

行政区など：補助対象額の9/10 (上限150万円)
団体：補助対象額の 2/3 ( 上限 150 万円)

空き家家財道具等処
分支援事業補助金

空き家バンクのため、残置物の処分やハウスクリ
ーニングを行う場合の費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/2 ( 上限 10 万円)

空き家境界確定支援
事業補助金

空き家バンクへ物件登録のため、敷地の境界確
定を行う場合の費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/2 ( 上限 15 万円）

令
和
６
年
度

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
２
月
18
日（
火
）、環
境
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、子

ど
も
た
ち
が
環
境
に
つ
い

て
考
え
、環
境
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
機
会
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　「
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
。」を

テ
ー
マ
に
、下
学
年
の
部
に

32
点
、上
学
年
の
部
に
18

点
、計
50
点
の
応
募
が
あ

り
、審
査
の
結
果
12
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

部門 賞種別 学校名 学年 氏 名

上学年

最優秀賞 塩川小 6 山本 ことね
優秀賞 上三宮小 6 菊地 悠仁
優秀賞 塩川小 4 山本 夏鈴

入選 姥堂小 6 戸田 美乃
入選 姥堂小 4 戸田 ゆり乃
入選 塩川小 4 塚原 渉

部門 賞種別 学校名 学年 氏 名

下学年

最優秀賞 松山小 3 猪俣 穂乃佳
優秀賞 第二小 3 櫻井 悠乃
優秀賞 山都小 2 渡部 凪

入選 堂島小 2 花見 志穂
入選 堂島小 2 五十嵐 紗來
入選 関柴小 2 菊地 優芽花

※学校・学年は２月時点 市民生活課  環境政策推進室 ☎（24）5285問

▲

下
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

　
猪
俣  

穂
乃
佳
さ
ん（
松
山
小
３
年
）

▲

上
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

　
山
本  

こ
と
ね
さ
ん（
塩
川
小
６
年
）

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み

　
家
庭
で
生
じ
た
も
の
で
、指

定
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
や

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋
に
入

ら
な
い
家
具
、自
転
車
な
ど
の

大
型
ご
み
を
有
料
で
収
集
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
で
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品(

テ
レ

ビ
、冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
、エ
ア
コ

ン)

、パ
ソ
コ
ン
、オ
ー
ト
バ
イ

お
よ
び
環
境
セ
ン
タ
ー
山
都

工
場
で
処
理
が
困
難
な
ご
み

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
家
庭
に
配
付
の「
家
庭

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
保

存
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間  

５
月
１
日（
木
）

〜
９
日（
金
）

収
集
日  

５
月
26
日（
月
）〜

30
日（
金
）の
予
定

申
し
込
み
方
法  

申
請
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
窓
口
で
取
得
で
き

ま
す
。

❶
申
請
の
際
に
１
点
５
０
０

円
、１
０
０
０
円
、１
５
０
０

円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
必

要
数
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
受
け
入
れ
で
き
る
数
は
１

世
帯
に
つ
き
７
点
ま
で

❸
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
ご
み
を
申
請
者
本
人

が
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
専
用
の
収
集
車
で
収
集
し

ま
す
。時
間
は
指
定
で
き
ま
せ

ん
。

費
用
の
免
除
制
度

満
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

（
世
帯
分
離
は
対
象
外
）、生
活

保
護
世
帯
、18
歳
未
満
の
子
ど

も
と
同
居
し
て
い
る
母
子
世

帯
、身
体
障
が
い
者
の
み
の
世

帯
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
市
民
生
活
課  

環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

５月家庭の

粗大ごみ収集

家庭の

粗大ごみ収集

キャンペーン参加店舗と対象メニュー
会津田舎家 会津牛ステーキ丼、会津牛ステーキ、

会津牛しゃぶしゃぶ 山都そば処萬長 会津牛の牛丼と山都そばのセット

らーめん酒場ばってん 会津牛おつまみカルビ、会津牛骨ラーメン 焼処サムライ サムライ盛り、牛骨ラーメン
　　　　　　（醤油、塩、味噌）

塩川屋 会津牛コロッケ カランドリエ 会津牛ステーキ 200g、300g
問申農業振興課  生産支援係 ☎（24）5235

 内容  キャンペーン参加店舗で対象料理を食べて抽選応募ハガキにスタンプを２つ集め
て応募すると、抽選で 4,000 円相当のふくしま会津牛が当たります。
 応募期限 第１期：5 月 31 日（土）第２期：8 月 31 日（日）第 3 期：11 月 30 日（日）※当日消印有効

「ふくしま会津牛を食べよう」キャンペーン

※詳細は、市ホームページをご確認ください。

申込期間  ４月 7 日（月）～５月 16 日（金）
抽選日時  ５月 28 日（水） 午後３時　抽選会場  本庁舎３階 第一会議室
申し込み方法  一定の条件がありますので、事前に問い合わせのうえ、申込書を提出してください。

老朽危険空き家等解体撤去補助金、空き家等解体撤去促進補助金については、下記により申し込みを受け付け
ます。　※希望者多数時は抽選となる場合があります。
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

令和７年度　犬の登録および狂犬病予防定期集合注射
　狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬に対して、生涯１回の犬の登録と毎年１回の
狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。
　狂犬病予防注射、登録の手続きはいずれの会場でも受けることができます。

留意事項
・犬の健康状態が良くないときや日時の都合がつかないときには、動物病院などで診察と注射を受けてください。
当日は、犬をおさえられる方が来てください。
⇒ 注射を受けたときは獣医師から ｢狂犬病予防注射済証明書｣ の交付を受けて窓口に提出し、狂犬病予防注射済票

（手数料 550 円）の交付を受けてください。
・犬の死亡、転入、犬の所在地変更、所有者変更がある場合は必ず連絡してください。

料金  料金は、釣銭のないようご協力をお願いします。
・狂犬病予防注射料金 2,700 円 + 狂犬病予防注射済票交付手数料 550 円＝計 3,250 円
・畜犬登録手数料 3,000 円（未登録の場合）
問申 市民生活課 ☎（24）5261 または各総合支所住民課

最大30％

地区 日  程 時　間 場　所 地区 日  程 時　間 場　所

喜　
多　
方

4 月
21 日（月）

午前 10 時 20 分
～10 時 50 分 上三宮遊樹館前

塩　
川

4 月
22 日（火）

午前 9 時 20 分
～9 時 50 分 駒形地区公民館前

午前 11 時 10 分
～11 時 40 分 松山公民館前 午前 10 時 10 分

～10 時 20 分 姥堂地区公民館前

午後１時 30 分
～１時 50 分 慶徳ふれあい館前 午前 10 時 40 分

～10 時 55 分 堂島地区公民館前

午後２時 10 分
～２時 40 分 豊川公民館前 午後 11 時 15 分

～正午 塩川総合支所東側

午後３時
～３時 40 分

市役所
本庁舎前駐車場

山　
都

4 月
23 日（水）

午前 11 時 10 分
～11 時 40 分 山都保健センター前

22 日（火）
午後１時 30 分

～2 時 30 分
喜多方プラザ
北側駐車場

午後１時 30 分
～1 時 40 分 堰沢会館前

午後 2 時 50 分
～3 時 20 分

アイデミきたかた
西側駐車場

午後 2 時 5 分
～2 時 20 分 相川会館前

24 日（木）

午前 9 時 20 分
～10 時 熊倉公民館前 午後 2 時 40 分

～2 時 50 分 舟引会館前

午前 10 時 20 分
～11 時 関柴公民館前 午後 3 時 10 分

～3 時 25 分 上林会館前

午前 11 時 20 分
～11 時 50 分 岩月交遊館前

高　
郷

4 月
23 日（水）

午前 9 時 20 分
～9 時 30 分 高郷公民館前

熱
塩
加
納

4 月
21 日（月）

午前 9 時 20 分
～10 時 熱塩加納総合支所

除雪センター前

午前 9 時 45 分
～9 時 55 分

旧福島商店前
（大谷行政区）

24 日（木）午後 1 時 30 分
～2 時

午前 10 時 15 分
～10 時 35 分 高郷総合支所前

　　戻ってくる！キャッシュレスキャンペーン
期間 ５月１日（木）５月１日（木）～７月 31 日（木） ※ポイント還元予算がなくなり次第終了になります。
対象の決済サービス  PayPay、auPAY、d 払い、楽天ペイ
ポイント還元率  最大 30％
還元上限額  決済サービスごとに決済１回あたり 1,000 円相当（期間中の上限額は 10,000 円相当）
対象店舗   対象の決済サービスのうち1つ以上を利用できる市内中小規模店舗。（大規模店舗など、一部対象外）
参加店舗を随時受け付け中です

PayPay ☎ 0120（957）640、   au PAY ☎ 0120（977）352、
d 払い ☎ 0120（983）988、   楽天ペイ ☎ 0570（200）234
※決済会社ごとに適用日など条件が異なりますので、早めに手続きをお願いします。
問 商工観光課 商工業・雇用・創業支援班 ☎（24）5233 または各総合支所産業建設課 ▲ キャッシュレスキャンペーン

　 （市ホームページ）
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令和７年６月分（７月支払い分）から水道料金・下水道使用料を改定します
　上下水道事業の経営は、使用者の皆さまから支払われる料金で支えられています。
　既存施設の老朽化に伴う更新需要や災害などに備えるための耐震化需要の増大、人口減少に伴う料金
収入の減少など、今後見込まれる厳しい経営環境に対応するため、水道料金・下水道使用料の改定を行い
ます。
　これからも次世代のため、安全で安心な水道水の提供や快適な暮らしと良好な水環境を保つため、安定
したサービスを継続してまいりますのでご理解とご協力をお願いします。
○水道料金表（１カ月あたり） （税込、単位：円）

用途 口径 基本
水量

基本料金 従量料金（１㎥につき）
現行 改定後 差額 水量区分 現行 改定後 差額

一般用

13mm ６㎥ 1,760 2,167 +407

10㎥まで

11～30㎥

31㎥以上

77

220

264

110

253

319

+33

+33

+55

20mm 1,760 2,167 +407
25mm

無

1,870 2,299 +429
30mm 2,750 3,388 +638
40mm 4,400 5,412 +1,012
50mm 7,700 9,471 +1,771
75mm 17,600 21,648 +4,048
100mm 以上 31,900 21,648 ▲ 10,252

●公衆浴場用と臨時用料金の改定はありません。
● 喜多方市給水条例第 28 条第 5 項に定める個別需給給水制度の基準水量を超える部分についての従量

料金は 110 円とします。
● 口径 100㎜以上の基本料金について、改定後料金が現行比で減額になっているのは、現行契約がなく今

後も使用の見込みがないことから、改定後は 100㎜の料金を事実上廃止し、75㎜以上として基本料金を
統一したためです。

○下水道使用料表（農業集落排水施設を含む。１カ月あたり） （税込、単位：円）

使用料区分 現行
激変緩和措置

（令和 7 年 6 月分～
令和 8 年 5 月分）

改定後
（令和８年６月分以後）

区分 汚水量 使用料 使用料 差額 使用料 差額
基本使用料 ６㎥以下 942 1,086.8 +144.8 1,232.0 +290.0

従量使用料
（１㎥につき）

７㎥～10㎥まで 167 178.2 +11.2 190.3 +23.3
11㎥～20㎥まで 178 190.3 +12.3 203.5 +25.5
21㎥～30㎥まで 188 201.3 +13.3 214.5 +26.5
31㎥～50㎥まで 209 223.3 +14.3 238.7 +29.7
51㎥～100㎥まで 231 247.5 +16.5 264.0 +33.0
101㎥～300㎥まで 251 268.4 +17.4 286.0 +35.0
301㎥～ 272 290.4 +18.4 310.2 +38.2

●激変緩和措置期間は概ね２分の１の引上げになります。
○水道料金・下水道使用料のモデルケース（１カ月あたり） （税込、単位：円）

使用
水量

10㎥ 20㎥ 30㎥
現行 改定後 差額 現行 改定後 差額 現行 改定後 差額

水道
料金 2,068 2,607 539 4,268 5,137 869 6,468 7,667 1,199

下水道
使用料 1,610 1,993

（1,799）
383

（189） 3,390 4,028
（3,702）

638
（312） 5,270 6,173

（5,715）
903

（445）
合計 3,678 4,600

（4,406）
922

（728） 7,658 9,165
（8,839）

1,507
（1,181） 11,738 13,840

（13,382）
2,102

（1,644）
●水道料金は、メーター口径 13mm、20mm の場合
●下水道使用料の下段括弧書きは、激変緩和措置の額。
問 水道料金に関すること…上下水道課 ☎（22）1561
　  下水道使用料に関すること…上下水道課 ☎（24）5250

水道料金・下水道使用料
改定の詳細 ▶
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休　日 病院・医院名

４月     ６日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

13 日（日） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

20 日（日） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

27 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

29 日（火・祝） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

5 月   3日（土・祝） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

４日（日・祝） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

５日（月・祝） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

６日（火・振） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

※事前に電話をしてから受診してください。

休　日 病院・医院名・薬局名

４月     ６日（日）
小野病院（沼田） ☎（22）0414
おぐに薬局 ☎（21）9669

13 日（日）
医療生協きたかた診療所（押切東）
☎（23）3611
あすなろ薬局 ☎（21）1124

20 日（日）
喜多方市地域・家庭医療センター

（西四ツ谷）☎（24）5320
磐梯調剤薬局 ☎（23）5347

27 日（日）

くまたクリニック（塩川町東栄町）
☎（28）1233
ファーマライズしおかわ調剤薬
局 ☎（27）8425

29 日（火・祝）
高橋小児クリニック（関柴町上高額）
☎（25）7066
きたかた薬局 ☎（21）1201

5 月   3日（土・祝）
武田医院（塩川町東栄町）
☎（27）4031
山内薬品薬局 ☎（27）8638

４日（日・祝）
手代木医院（経壇） ☎（22）0034
コスモ調剤薬局喜多方西店
☎（23）5582

５日（月・祝） 鳴瀬病院（西四ツ谷） ☎（24）3333

６日（火・振） 福田耳鼻咽喉科醫院（西四ツ谷）
☎（24）4187

※発熱など、かぜの症状のある方は、事前に電話を
してから受診してください。

休日の当番医（初期救急）･薬局

診療時間：午前９時～午後５時

休日の輪番制病院（2 次救急）

各種相談日 各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩み
ごとや困りごとなど気軽に相談してください。

開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の
納税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。
納 税 相 談

日　時 場　所 相　談　先
４月    22 日（火）・24 日（木）
午後５時 15 分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課 税制収納班
☎（24）5219

妊娠時期から
出産、子育てについての不安や児童の障がい
などの相談を窓口や電話、メールで受け付け
ています。相談内容などの秘密は厳守します。

子ども・子育て総合相談

赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・育
児などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に利
用してください。相談を希望される方は、事前の電話予約をお願
いします。

健 康 相 談

日　時 場　所 予　約　先
４月    10 日（木）
午前９時 30 分～11 時 30 分 保健センター 保健課 健康推進室

☎（23）5834 または各総合支所住民課

消
費
生
活

月～金
（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）
午前８時 30 分

～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

消費生活相談員
權瓶　真弓
若林　理香

消費生活センター
☎（24）5353

※法律相談について、同年度内の相談は１回限りになります。

日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行　
　
　
政

４月 　７日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

行政相談委員
大堀　由起子

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　  ９日（水）
午前 10 時～正午

山都総合支所
相談室

行政相談委員
佐藤　耕治

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　 10 日（木）
午前９時～11 時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

行政相談委員
遠藤　俊一

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

　　　 11 日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

行政相談委員
小原　良一

市民生活課
☎（24）5285

法　
律

４月 　15 日（火）
午後１時 30 分

～４時 25 分

本庁舎１階
相談室

県司法書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5285

　　　 25 日（金）
午前 10 時

～午後３時

本庁舎１階
相談室

弁護士
伊東　修平

市民生活課
☎（24）5285

日　時 場　所 相　談　先
月～金

（土・日・祝日を除く）
午前８時 30 分

～午後５時 15 分

社会福祉課
または各総合支所住民課

社会福祉課  子ども家庭総合支援班
☎（23）5028または各総合支所住民課 

子
ど
も
・
子
育
て

総
合
相
談

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

⬇



広報きたかた　2025. ４ 〇19

新刊案内  （一部）
一般図書

図書館だより

児童図書

一般図書

◆開館時間　※状況により変更する場合があります。
○火～金…………午前９時 30 分～午後７時
○土・日・祝日…午前９時 30 分～午後５時 30 分
◆休館日………… ４月１日（火）～５日（土）、７日（月）、

14 日（月）、21 日（月）、28 日（月）
問申 図書館 ☎（22）1855

喜多方プラザ催し物のご案内

問 喜多方プラザ  ☎（24）4611

喜多方市美術館 information

●次回展覧会「公募：ふるさとの風景展in喜多方30周年記念展」 6月1日（日）〜7月13日（日）

◆イベントのお知らせ◆
■おはなしドライブ
　日　時：４月６日（日）、13（日）、27（日）
　　　　　午前 11 時～11 時 30 分
　場　所：１階  えほんのへや
■ちっちゃなおはなしかい
　日　時：４月 20 日（日） 午前 11 時～11 時 15 分
　場　所：１階  えほんのへや
■ユニット折り紙教室
　日　時：４月 27 日（日） 午前 10 時～11 時 30 分
　場　所：２階  第二閲覧室
　定　員：15 人（要予約）
　参加費：100 円
■『ちいさなトガリネズミ』パネル展
　内　容：働き者のトガリネズミのお話しです。
　日　時：４月６日（日）～５月６日（火・振）
　場　所：１階  ロビー

・日ノ出家のやおよろず 安藤 祐介
・追跡 伊岡 瞬
・天地震撼 伊東 潤
・猫の刻参り 宮部 みゆき
・月収 原田 ひ香
・建築を見る技術 坂牛 卓
・死ぬのはこわくない 和田 秀樹
・子育てにとまどう母親たち 武井 明
・世界の昔話を知るために ! 石井 正己
・論破という病 倉本 圭造

・にくのくいーん はらぺこめがね
・わたりましょ 北村 人
・まるごとちきゅうレストラン チョー ヒカル
・きをそだてるきこりのきこさん 室井 さと子
・月夜のおばけ自転車 斉藤 洋
・お能探偵ノーと謎の博物館 石川 宏千花
・加藤セチと女性科学者たち 加藤 祐輔
・牧野富太郎と植物研究 大場 秀章
・工場大ずかん うえたに夫婦
・行ってみたい ! 日本の祭り 日本の祭りの会

　美術館の開館 30 周年を記念する収蔵作品展「キタビ☆クロニクル」を開催します。
　美術館のコレクションの礎となった市の収蔵作品や、当館で収蔵した当時の若手作家の作品を紹介し、
美術館の 30 年を振り返ります。
●期　間　4 月 5 日（土）～ 5 月 11 日（日）
●時　間　午前 10 時～午後 6 時（最終入館は午後 5 時 30 分）
●休館日　水曜日
●観覧料　一般 300 円、65 歳以上 75 歳未満 150 円、
　　　　　小・中・高校生 100 円、75 歳以上・未就学児 無料
開館 30 周年  オープニングセレモニー
●日　時　４月５日（土） 午前９時 45 分　●場　所　美術館正面入口
学芸員によるギャラリートーク
●内　容 展示内容と作品の解説を行います。※当日観覧券が必要です。
●日　時　４月５日（土） 午前 10 時 30 分、５月５日（月・祝）午後２時
●場　所　美術館展示室

収蔵作品展「キタビ☆クロニクル」

▲ 齋　正機  〈アカイヤネノキモチ〉
　 紙・顔料、アクリル

月日 曜日 イベント名 時　間 入場方法

５月 10 日 土
泉谷しげる

Drum：板谷達也
全力ライブ 90 分　喜多方

開場 午後３時 30 分
開演 午後４時

全席自由 6,500 円
※当日 500 円増し

問  美術館 ☎（23）0404



【表紙の写真】

喜
多
方
の

きたかたフォトニュース

令和７年２月１日現在／人口  41,445 人（男 20,025 人 女 21,420 人） 世帯数 16,046 世帯
１月中の動き／出生  13 人　死亡  94 人　転入  43 人　転出 67 人

　３月７日（金）、加納小学校で「閉校記念 感謝の会」が行われました。鼓笛演奏やダンスを
披露し、多くの思い出を胸に、校舎を背にしてバルーンを飛ばしました。
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２月 24 日　ボッチャ交流大会２月 24 日　ボッチャ交流大会 ３月４日　火災予防街頭広報活動３月４日　火災予防街頭広報活動

３月 21 日　熱塩小学校卒業式・閉校式３月 21 日　熱塩小学校卒業式・閉校式

（
令
和
７
年
４
月
発
行
）

（
令
和
７
年
４
月
発
行
）232232

▲ 狩野 宏明 〈garden〉 2006 年
　 90.4 × 90.1㎝ パネル、綿布・油彩

〒966-8601〒966-8601
福
島
県
喜
多
方
市
字
御
清
水
東
７
２
４
４
番
地
２

福
島
県
喜
多
方
市
字
御
清
水
東
７
２
４
４
番
地
２

https://w
w

w
.city.kitakata.fukushim

a.jp
https://w

w
w

.city.kitakata.fukushim
a.jp

喜
多
方
市
企
画
政
策
部
企
画
調
整
課

喜
多
方
市
企
画
政
策
部
企
画
調
整
課

☎
０
２
４
１
︵

☎
０
２
４
１
︵
2424
︶
５
２
０
６

︶
５
２
０
６

FAXFAX
０
２
４
１
︵

０
２
４
１
︵
2525
︶
７
０
７
３

︶
７
０
７
３

編集・発行編集・発行

広
報
き
た
か
た

広
報
き
た
か
た
No.No.


